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会社概要

・WNIの原点

・会社概要

・海外拠点

・44市場に展開するサービス
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1970年1月

福島県小名浜港を

爆弾低気圧が直撃。

入港中の大型貨物船が沈没し、

15名の船員の命が失われた。

「船乗りの命を守りたい」

ウェザーニューズの起源
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会社概要

創業 1986年6月

上場市場 東証一部

グローバルセンター 千葉市幕張

代表者 草開 千仁（くさびらき ちひと）

資本金 17億06百万円

連結売上高 179億53百万円 (2020年5月末現在)

社員数 1,060人（海外144人） (2020年11月末現在)

拠点数 21カ国31拠点 (国内:10拠点/運営:7拠点) (2020年11月末現在)
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海外拠点
パリセンター コペンハーゲンセンター

オクラホマセンター

グローバルセンター
ンター

マニラ
オペレーションセンター

ヤンゴン
オペレーションセンター

アムステルダムセンター
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44市場に展開するサービス

Sea Planning Sky Planning Broadcast Planning

Land Planning Mobile/Internet Planning

Environment Planning Sports Planning
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WNIの独自性と市場展開

・気象庁との違い

・主要サービス（BtoB と BtoS）

・How Wonderfulから入ろう
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天気予報
＝注意報・警報

（国民の安心・安全）

ウェザーニューズ 気象庁

「あなたの気象台」

「あなたの情報交信台」
「みんなの気象台」

対応策情報
＝費用対効果

問題解決・課題解決のための情報サービス
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9

WNIのコア・コンピタンス



BtoB（Sea Planning）

３極運営で世界の約7,000隻の船をモニタリング

OSR（Optimum Ship Routeing）
・安全運航のための支援や燃料などコスト面での最適化

使用燃料の削減
＋

船舶のCO₂排出量の削減
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安全で経済的、そして快適な空の旅のために13,000便/日をサポート

BtoB（Sky Planning）

Go or No-Go Decision support Service
・到着空港の気象条件から通常運航、遅延、欠航や最適な燃料搭載量の判断支援

ダイバートコストの削減
＋

不要なCO₂削減
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BtoB（Environment Planning）

廃棄ロス最小化による利益最大化のサポート

需要・発電量想定サービス
・消費電力量の推定と、発電施設の稼動及び発電量の推定

商機拡大支援サービス
・発注者へ気候変動による販売機会の増加を通知し、売上・利益の増加に貢献

食品廃棄ロス削減
＋

最適配送によるCO₂削減

化石燃料の使用量削減
＋

予備力最適化によるCO₂削減

エネルギーの需要・供給の最適化のサポート
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BtoS（個人向けサービス）

ウェザーニュースLiVE

Planning (市場) BtoB 主要サービスの内容

Mobile / Internet
(ﾓﾊﾞｲﾙ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ)

自社アプリ『ウェザーニュース』・広告事業

・アプリ課金
・アプリ内のバナー広告や企業とのコラボ広告

Broadcast (放送) キャスター派遣サービス・気象データ提供サービス

・放送局へのキャスター派遣、および番組への出演サービス
・データ放送など、テレビ局など各種メディアで放送する気象データの提供

自社アプリ
（ウェザーニュース）

コラボ広告
（富士フイルム様）
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ウェザーニューズのビジネスの進め方

How muchの前に

“How Wonderful”から始めよう

まず、楽しいことをやろう
（常識にとらわれない価値創造）

楽しい仲間とやろう
（業界を代表する想いのあるお客様と共創）

３年以内にはビジネスとしての見通しを立てよう
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How Wonderfulから生まれたサービス

通常の航路より2/3から半分程度の距離と燃料消費量になる。
実現できれば、

どんなに素晴らしい（How Wonderful!）だろう！
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How Wonderfulから生まれたサービス

大きなメリットがある北極海航路を利用したい

How Wonderful!

衛星はベンチャーと組み、
サービスは海運会社と一緒に創造

共創

民間初商用の超小型衛星打ち上げ
2013年11月21日

無常識

でも観測情報は少ないし、
自分たちだけでは難しい…

Polar Routeing（北極海航路）サービススタート
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中期経営計画について

・中期Vision

・重点施策（4つの柱）
① 既存市場のGlobal展開＆モバイル成長計画

② 予報精度No.1・コンテンツ化による生産性向上

③ クラウド展開

④ 新規事業

・ESG / SDGsへの取り組み

・３カ年業績見通し

・株主還元（配当計画）
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ウェザーニューズの夢

77億人の情報交信台
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中期Vision（2012年からの10年間）

KFS： 気象予測＋対応策
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中期経営計画の重点施策
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① 既存市場のGlobal展開＆成長計画

21

収益基盤を強化と売上の継続成長を目指して、

BtoB既存事業のGlobal展開や BtoSサービスの国内シェアNo.1 を目指す
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① 既存市場のGlobal展開（航海気象）
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① 既存市場のGlobal展開（航空気象）
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① 既存市場のGlobal展開（環境気象）
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①既存市場の成長計画(モバイル/インターネット)
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④ 成長戦略・発展戦略イメージ その１

コ
ア
技
術
（
分
析
・
予
測
技
術
）

事業ドメイン

既存領域

「気象」×「分析・予測」

発展戦略領域②

「気象に近い
新規ドメイン」×

「分析・予測」

成長戦略領域

「気象」×「新規技術」

発展戦略領域①

「新規ドメイン」×「新規技術」

発展戦略領域③

「気象から遠い
新規ドメイン」×

「分析・予測」

気象 保険 気候変動 Etc...



（既存サービス）

（既存サービス）

④ 成長戦略・発展戦略イメージ その２

適
応

緩
和

潜在的な
極端気象リスクへの対策

CO₂排出量削減の対策など

予報期間（短期） （長期）

気象（短・中期予報） 気候（中長期予報）
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④ 気候変動の適応

激甚災害に耐える建物設計

- 設計風速/設計雨量の独自計算

- 100年後のハザードマップ

店舗や拠点のリスク分析

- 新店舗の出店リスク分析

- 極端気象時の浸水シュミレーシ
ョン

深刻化する熱中症への対応

- 在宅医療における熱中症アラー
トの開発

影響への適応を目的とした対策の考え方 → 新しい気象条件に備える
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■航海気象サービスによる年間CO2削減効果

CO2排出削減量

2.8 Million MT

燃料消費削減量

890,000 MT

対象航海数

45,000 Voyages

※算出方法
2018年6月~2019年5月のRouting Service提供航海を対象に、「Wx Routingを利用した場合1航海あたり3%の燃料消費節約が可能」とする
国際海事機関（IMO）の試算をもとに算出

④ 気候変動の緩和

現象の緩和を目的とした対策の考え方 → 温暖化自体を食い止める
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ESG・SDGsへの取り組み

企業理念：
いざというときに人の役に立ちたい

コアコンピタンス：
気象予測技術・気象データ・RCサービス

ゴール：持続可能な社会の実現

社会課題：気候変動、気象災害の多発

親和性
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ESG・SDGsへの取り組み

気候変動の緩和

強靭な街づくり

技術革新＆
パートナーシップ

ダイバーシティ＆
インクルージョン

ガバナンス



株主還元

方 針

「高貢献、高収益、高分配」の基本理念の下、TGビジネスが継続的に成長して
いることから、期初計画の１株あたり年間配当金基準100円を据え置き、中間配
当を50円とします。

◆直近の配当実績

中間配当 期末配当 合計(年間)

2018.5期 35円 65円 100円

2019.5期 50円 50円 100円

2020.5期 50円 50円 100円

2021.5期 50円 (予想) 50円 (予想) 100円
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業績目標 （～第４成長期 最終年）

中期経営計画

今期



事前質問

１．新型コロナウイルスの影響

２．株式分割の方針

３．次回の株主総会・サポーターミーティング
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新型コロナウイルスの影響

（単位：百万円）
期初計画修正
（2020年7月）

中間計画修正
（2020年11月）

売上高 19,200 18,800

TG (BtoB) 9,950 9,550

TG (BtoS) 7,950 7,950

SRS 1,300 1,300

営業利益 2,300 2,300

経常利益 2,300 2,300

親会社株主に帰属する 当期純利益 1,700 1,700
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売 上 航海気象・航空気象を中心に影響が発生（売上高自体は12期連続の増収を計画）

費 用 出張旅費・消耗品費などの減少や開発費用の先送りにより費用を圧縮

利 益 売上減少があるも、費用の減少・最適化により今期の営業利益は据え置き

Planning（主要事業） コロナ影響

BtoB

Sea Planning（航海気象） 〇

Sky Planning（航空気象） 〇

Land Planning（陸上気象）

Environment Planning（環境気象）

Other BtoB（その他BtoB事業）

BtoS

Mobile/Internet Planning（ﾓﾊﾞｲﾙ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ気象）

Broadcast Planning（放送気象）

◆ 今期業績予想の修正 ◆ 主要事業へのコロナ影響



新型コロナウイルスの影響

◆新たな働き方 ・リモートワークを推奨し、緊急事態宣言時にはリモートワーク率85％を達成

・会社負担でのPCR検査を整え、スタッフ全員が安心して働く職場へ

21か国31拠点で
リモートワーク体制を整備

24時間365日の
サービス運営を継続
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① 2000年12月 ナスダックジャパン市場（スタンダード）に上場（1,770円）
② 2002年12月 東証第2部に上場（774円）
③ 2003年11月 東証1部への指定替え（1,010円）
④ 2020年9月23日 最高値に到達（6,440円）

②① ③ ④

株価上昇と株式分割
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